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会社概要

川田テクノシステム株式会社会社名

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1-25本社所在地

情報共有システムの開発、販売

電子納品保管管理システムの構築、運用保守
建設向け設計・施工支援、業務管理等のシステム、CAD開発および販売

CADを駆使した橋梁等の構造物の解析および設計・製図業務

コンピュータシステム（ネットワーク含む）の導入コンサルティング・販売

事業内容

・グループ会社

- 川田テクノロジーズ株式会社（東証プライム）

- 川田工業株式会社 他

関連会社
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1. システム構築の経緯や目的
※技術管理室基準指導班より
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新システム（電子納品保
管管理システム）
構築・運用

新システム（電子納品保管管理システム）の構築・運用

 保存領域をクラウドにすることで、データ量の増大
やデータ消失リスク等の課題が解消され、適切かつ
安全な保管管理や、受発注者間の円滑なデータ共有
が可能

 「情報共有システム（ASP）※1」との連携により、
協議に用いたデータをそのまま電子納品として移行
でき、工事書類の作成作業が省力化

令和９年度令和８年度令和７年度令和６年度令和５年度

主な取組

目指す姿
 平成15年度から「電子納品対応システム（以下、

現行システム）」を活用

 現行システムの納品データは、現地機関に設置さ
れたHDDに保存されており、3次元化に伴うデータ
量の増大やデータ消失リスク等が課題

 受注者がアクセスできないため、受発注者間の
データ共有に手間が発生

電子納品保管管理システム（オンライン電子納品）の導入
現状と課題

関係部局とWG
（勉強会・意見交

換など）実施

システム開発
発注・構築 システム運用

＜新システムの体系＞＜現行システムの体系＞

受注者 発注者
システムへ保存
（現地機関
PC・HDD）

電子納品
（CD-R・DVD-R）

電子納品対応
システム

クラウドに保存されるため、データ移行
が必要なく、誰でも閲覧・保存等が可能

※発注者がアクセス権限を与えた者に限る

ASP以外から
データ保存

中継サーバ 保管管理サーバ  配信サーバ  次の受注者

実際にデータが管
理されるサーバ

受注者やその他利用
者への配信用サーバ

成果品登録手続きやセキュリ
ティチェック等を行うサーバ

※1：インターネットを通じて提供されるアプリケーション（ASP）を利用する方式で、受発注者の協議を電子データにより行うもの
※2：現行システムの契約（運用）は令和6年度末まで

※2
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2. スケジュール
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2.1. スケジュール
本システム（以下、NESiSと表記）は令和７年４月より運用開始します。
それに伴い、下記２点が実施されます。
①オンライン電子納品原則化

対象：令和７年４月１日以降に竣工を迎える下記部局発注の工事・業務
建設部、農政部、林務部、企業局、環境部の一部、企画振興部の一部
※1 スケジュールや運用の詳細は今後変更の可能性があります

②業務情報共有システムの利用原則化
対象：令和６年１０月１日以降に起案した業務
※2 工事においては既に情報共有システムの利用が原則化されております。

令和6年9月以前 10 11 12 1 2 3 令和7年4月以降
工事

業務 受発注者協議により決定 原則実施

工事

業務

原則実施

原則実施※3

情報共有

システム

CDやDVD等の電子媒体により実施
（オンライン電子納品は試行としてMCC※4を利用可能）

オンラインで実施
(NESiS)

電子納品

※3 受注者において、利用する情報共有システムに係る事前準備等が必要な場合
令和７年３月末までは情報共有システムを利用しないことができる。

※4 MCC：My City Construction (https://mycityconstruction.jp)
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3. システムの概要
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3.1. NESiS（⾧野県電子納品保管管理システム）とは

電子成果品の納品・保管・配信を行うクラウドシステム
蓄積した電子成果品の効果的な利活用を実現
令和７年４月の運用開始に向け、現在構築中
 ※Webブラウザ上で動作するため専用ソフトのインストールは不要

NESiS
Nagano Electronic delivery Storage management 

（Sharing / Simplicity） System
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3.2. 全体構成

情報共有システム

ASPを利用した
オンライン電子納品

納品 保管 配信（受領）

⾧野県電子納品保管管理システム

ASPを利用しない
オンライン電子納品

成果品登録サイト
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3.2. 全体構成

納品 保管 配信（受領）

情報共有システム

ASPを利用した
オンライン電子納品

ASPを利用しない
オンライン電子納品

成果品登録サイト
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4. 電子成果品の納品方法
1. オンライン電子納品とは

2. 情報共有システムとは

3. 実際の作業フロー
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1. オンライン電子納品とは
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4.1.1. オンライン電子納品とは

従来CD・DVD等の電子媒体に格納していた電子成果品を

インターネットを介して納品すること。

受発注者ともに業務効率化・品質向上を目指す

オンライン電子納品
インターネットを介して納品

従来の電子納品
電子成果品をCDやDVD等の

電子媒体に格納して納品
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4.1.2. オンライン電子納品のフロー
⾧野県発注工事・業務では下記の流れでオンライン電子納品を実施
情報共有システムもしくは成果品登録サイトを利用する
オンライン電子納品が完了すると成果品がNESiSに自動登録される

情報共有システム

チェックシステム※成果品

成果品登録サイト

成
果
品
作
成

成
果
品
チ
ỽ
ỿ
ク

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品

Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
に
登
録

選択 自動登録

※電子納品チェックシステムはこちら（http://www.cals-ed.go.jp/edc_download/）からダウンロードできます。 15
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4.1.3. 2種類の登録方法

NESiSでは２種類の方法でオンライン電子納品が可能
① NESiSに対応した情報共有システム（ASP）を利用する

下記の条件を２つとも満たす必要がございます

１）「電子納品に係る実施要領（⾧野県）」に準拠した成果品である

２）NESiSに対応した情報共有システムを利用している

② NESiS専用の成果品登録サイトを利用する

情報共有システムの契約期間が終了した場合※や、電子納品基準外のデータを

添付して納品する際など、上記①の条件に当てはまらない場合は

専用の成果品登録サイトをご利用ください。

※情報共有システムの契約期間の延⾧料金は受注者負担になります

情報共有システム

成果品登録サイト
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2. 情報共有システムとは
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4.2.1. 情報共有システムとは

情報共有システムは受発注者間の書類やファイルのやり取りをインターネット上

で行い工事・業務の効率化を実現するシステム。

工事・業務の工期に合わせ、受注者が契約し受発注者間で利用します。

⾧野県発注工事ではすでに情報共有システムの利用が原則化されており、

業務においても情報共有システムの利用が原則化されます。

10 11 12 1 2 3 令和7年4月以降
工事

業務 原則実施

原則実施

原則実施※

情報共有

システム

※受注者において、利用する情報共有システムに係る事前準備等が必要な場合
令和７年３月末までは情報共有システムを利用しないことができる。
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4.2.2. 情報共有システムの機能

  電子決裁、書類管理、オンライン電子納品などの機能を備えている

「⾧野県情報共有システム機能仕様書」を満たすものから、
  受注者が選択し、事前に発注者の承認を得るものとする。

発議書類作成＆
電子決裁機能書類管理機能

スケジュール管理機能掲示板機能 工事書類等出力
保管支援

オンライン電子納品
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4.2.3.1. 情報共有システム＜書類管理①＞

クラウド上でファイルを共有
メールに添付できないファイルも共有が可能
PDFやCAD図面もブラウザ上で閲覧可能
※対応ファイル形式や容量制限など詳細の仕様については各ベンダに直接お問い合わせください。

ファイルはフォルダ分けして管理されます
※特定のフォルダにアクセス制限もかけられます。

２次元図面ビューワ

３次元図面ビューワ
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4.2.3.2. 情報共有システム＜書類管理②＞

before after

• ファイルの容量や拡張子によっては

メールに添付できない

• CDなどの電子媒体を利用して共有

する際には電子媒体の作成や移動に

時間を要する

• 発注者（⾧野県）の環境では

受領後も無害化処理等の手間が発生

• メールに添付できないような大容量

ファイルもアップロードが可能

• ファイルをアップロードしておけば

関係者はいつでもダウンロードする

ことができる

• ダウンロードせずともブラウザ上で

閲覧できる
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4.2.4.1. 情報共有システム＜掲示板①＞

チャット感覚で連絡、協議ができます。

決裁不要な書類のやりとり、確認した日時の記録を一元管理できます

投稿には資料を添付することができます。
決裁の必要ない書類も掲示板で共有できます。

誰がいつ投稿を閲覧したかを自動記録するため、
未読を防ぐことができます。

協議事項や全体への連絡事項を業務関係者全員が閲覧できる掲示板に投稿する

ことができます。チャット感覚でコメントすることもでき、システムによっては

既読機能も搭載しております。合意形成の効率化・迅速化が実現します。

※システムの機能や詳細の仕様については各ベンダに直接お問い合わせください。
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4.2.4.2. 情報共有システム＜掲示板②＞

before after

• メールでは話題ごとに履歴を追う

ことができない

• 閲覧履歴が確認できない

• 電話だとやり取りの記録が残らない

• 話題ごとに投稿を作成することで

履歴を追うことができる

• 受発注者間のやり取りの透明化

• 既読の確認が可能
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4.2.5.1. 情報共有システム＜電子決裁①＞

書類作成・発議 決裁 完了 保管

• 帳票の選択・内容の入力
• ファイルの添付
• 決裁先の選択・発議
• 申請後に次の担当者
へ自動でメール通知

• 承認または否認
• 差し戻し・引き戻し
• 承認後に次の担当者
へ自動でメール通知

• 決裁完了を全員に通知 • 決裁文書の保管・PDF出力
• 決裁文書の検索・閲覧

決裁文書は電子納品形式や目録付き等、様々な形式で
一括ダウンロードでき、検査資料や成果品作成の手間を削減できます。

発議書類の作成から決裁、その後の管理までをシステム上で行えます。

インターネット環境があればいつでも決裁でき、

押印の手間、移動時間の削減や書類の紛失防止につながります。

※システムの機能や詳細の仕様については各ベンダに直接お問い合わせください。
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4.2.5.2. 情報共有システム＜電子決裁②＞

before after

• 決裁の進行状況が把握できない

• 押印の手間が発生する

• 書類紛失のリスクがある

• 書類の輸送に時間がかかってしまう

• 決裁が今どこで止まっているのか

どこまで進んだのかが一目でわかる

• 押印の手間削減

• 打合せ記録簿と関連書類を紐づけて

保管しておくことができる

• 書類輸送の時間が削減される
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3. 実際の作業フロー
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4.1.3. 2種類の登録方法（再掲）

NESiSでは２種類の方法でオンライン電子納品が可能
① NESiSに対応した情報共有システム（ASP）を利用する

下記の条件を２つとも満たす必要がございます

１）「電子納品に係る実施要領（⾧野県）」に準拠した成果品である

２）NESiSに対応した情報共有システムを利用している

② NESiS専用の成果品登録サイトを利用する

情報共有システムの契約期間が終了した場合※や、基準要領外のデータを

添付して納品する際など、上記①の条件に当てはまらない場合は

専用の成果品登録サイトをご利用ください。

※契約期間を超えた際の延⾧料金は受注者負担になります

情報共有システム

成果品登録サイト

27



© KAWADA TECHNOSYSTEM CO., LTD

4.3.1. 情報共有システムを利用したオンライン電子納品

③
成
果
品
作
成

受
注
者

発
注
者

④
電
子
納
品
チ
ỽ
ỿ
ク
シ
ス
テ
ム

⑤
成
果
品
・
チ
ỽ
ỿ
ク
結
果
登
録

⑥
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品
申
請

⑦
申
請
受
領

⑧
申
請
内
容
の
確
認

⑨
申
請
承
認

利
用
者
の
作
業

シ
ス
テ
ム
の
作
業

⑩
申
請
承
認
通
知
受
領

保
管
管
理
シ
ス
テ
ム
上
で
成
果
品
の
閲
覧
が
可
能差戻・再申請

①
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
デ
ổ
タ
の
共
有

②
必
要
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ổ
ド

情報共有システム 情報共有システム受注者端末

⑪
Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
へ
登
録

⑫
登
録
完
了

⑬
登
録
完
了
通
知
受
領

※

叹
呉
合
呎
吟
入
力
用
Ｉ
Ｄ
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載

NESiS
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4.3.2. basepageを利用したオンライン電子納品
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4.3.3. information bridgeを利用したオンライン電子納品
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4.1.3. 2種類の登録方法（再掲）

NESiSでは２種類の方法でオンライン電子納品が可能
① NESiSに対応した情報共有システム（ASP）を利用する

下記の条件を２つとも満たす必要がございます

１）「電子納品に係る実施要領（⾧野県）」に準拠した成果品である

２）NESiSに対応した情報共有システムを利用している

② NESiS専用の成果品登録サイトを利用する

情報共有システムの契約期間が終了した場合※や、電子納品基準外のデータを

添付して納品する際など、上記①の条件に当てはまらない場合は

専用の成果品登録サイトをご利用ください。

※情報共有システムの契約期間の延⾧料金は受注者負担になります

情報共有システム

成果品登録サイト
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4.3.4. 成果品登録サイトを利用したオンライン電子納品

①
成
果
品
作
成

受
注
者

発
注
者

③
成
果
品
登
録
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス

④
メ
ổ
ル
ア
ド
レ
ス
入
力

⑤
Ｕ
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Ｌ
・
ワ
ン
タ
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パ
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受
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⑥
Ｕ
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ス
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タ
イ
ム
パ
ス
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力
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利
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へ
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同
意

⑧
成
果
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録
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利
用
者
の
作
業

シ
ス
テ
ム
の
作
業

⑬
申
請
承
認
通
知
受
領

差戻・再申請

成果品登録サイト受注者端末
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子
納
品
チ
ỽ
ỿ
ク
シ
ス
テ
ム

※

原
則
、
チ

⑁
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
。
た
だ
し
、

電
子
納
品
要
領
基
準
外
の
デ
␗
タ
を
納
品
す
る
場
合

な
ど
は
こ
れ
に
限
ら
な
い
。

NESiS
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4.3.5. 成果品登録サイトを利用したオンライン電子納品
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4.4. オンライン電子納品のまとめ

情報共有システム

チェックシステム成果品

成果品登録サイト

選択 自動登録

＜オンライン電子納品フロー＞

成
果
品
作
成

成
果
品
チ
ỽ
ỿ
ク

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品

Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
に
登
録

令和6年9月以前 10 11 12 1 2 3 令和7年4月以降
工事

業務 受発注者協議により決定 原則実施

工事

業務

原則実施

原則実施※3

情報共有

システム

CDやDVD等の電子媒体により実施
（オンライン電子納品は試行としてMCC※4を利用可能）

オンラインで実施
(NESiS)

電子納品
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5. 過年度成果品の受領方法
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    5.電子成果品の受領方法

納品 保管 配信（受領）
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5.1. 電子成果品の受領方法

NESiSから成果品を
オンラインで一括配信

成果品が複数の受注者にオンラインで一括配信
工事発注時や災害時に成果品の迅速で効率的な受領が可能
成果品の紛失や破損のリスクもなくなる

【NESiSの成果品受領方法】

受注者A

受注者B

受注者C

37



© KAWADA TECHNOSYSTEM CO., LTD

5.2. 成果品の受領機能
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6. アンケート機能
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• 工事・業務に係る様々な情報や統計の取得にあたり、
情報収集の効率化を図るための機能

• 成果品納品後１週間以内に受注者が本機能で回答を入力
• 収集したアンケートは管理者権限によって集計が可能

当該工事・業務に最も精通している受注者において、納品直後
に各種情報を入力いただくことが、公共工事プロセス全体での
効率化や統計の精度向上につながると考えております。
ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。

6.1. アンケート機能
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6.2. アンケート機能

＜アンケート項目＞※所要時間：概ね30分

① 遠隔臨場の実施状況について
② 「事業に携わった技術者を記載した銘板の設置」実施状況について
③ 県外下請の採用状況について
④ 県外産資材の使用状況について
⑤ 県産木材の使用状況について
⑥ 再生砕石のリサイクル材含有率について
⑦ 信州リサイクル製品の使用状況について

アンケートは専用の
webサイトで回答します

対象者
建設部発注工事・業務受注者
※建設部以外の部局発注工事・業務については

現在調整中のため、決定次第周知します。
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6.3. アンケート回答フロー

・
ア
ン
ケ
␗
ト
回
答
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

・
ア
ン
ケ
␗
ト
入
力
用
Ｉ
Ｄ

成
果
品
が
Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
へ
登
録
完
了

ア
ン
ケ
ổ
ト
回
答
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｉ
Ｄ
を
入
力

受
注
者
へ
登
録
完
了
通
知
メ
ổ
ル
が
自
動
送
信

ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ổ
ド
を
入
力
し
ロ
グ
イ
ン

ア
ン
ケ
ổ
ト
に
回
答

ア
ン
ケ
ổ
ト
結
果
が
Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
へ
登
録

・
ア
ン
ケ
␗
ト
回
答
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

・
ア
ン
ケ
␗
ト
入
力
用
Ｉ
Ｄ

・
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
␗
ド

成果品納品後1週間以内の回答にご協力をお願いします

登録完了
通知メール

受注者様の作業
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6.4. アンケート機能画面

①回答項目のタブを選択

②実施の有無を入力

③実施内容を入力

④成果品と紐づけされて保存されます

回答を一時保存することも可能
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7. よくあるご質問
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 7.1. よくあるご質問

① オンライン電子納品の成果品容量

② 過年度成果品の取り扱い

③ しゅん工検査・完了検査の実施方法

④ 成果品の再登録について
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オンライン電子納品が可能な成果品容量は何GBでしょうか。

情報共有システムの利用有無に関わらず、

成果品容量は最大50GBまでオンライン電子納品が可能です。

※情報共有システムへアップロードできる成果品容量の上限は

ご利用のシステムによって異なります。

詳しくは提供ベンダへお問い合わせください。

Q.

A.

50GB

参照元：https://www.kts.co.jp/news/オンライン電子納品の最大容量は？ 46

 ①オンライン電子納品の成果品容量
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②過年度成果品の取り扱い

NESiS運用開始後はすべての成果品がNESiSから受領できるので
しょうか。

運用開始時点ではNESiSからの受領と従来の電子媒体等での受領
を並行して運用することになります。
過年度の成果品は順次、NESiSへ移行しております。
NESiSへのデータの反映については、膨大な量の過年度成果を移
行することになるため、本運用開始にすべての成果品が反映さ
れていない可能性があります。この場合は、従来通り電子媒体
等による貸与を受けてください。

Q.

A.

5月4月3月2月1月12月11月10月

データ移行

システム運用  本運用開始
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③しゅん⼯検査・完了検査の実施⽅法

NESiS運⽤開始後の検査⽅法を教えてください。

従来通りのしゅん⼯検査、完了検査を実施します。
今のところNESiSを利用した検査は想定しておりません。
検査は成果品のNESiS登録状況に関わらず、発注者と日程調整の
上、実施してください。

Q.

A.

受
注
者
が
登
録
・
申
請

Ｎ
Ｅ
Ｓ
ｉ
Ｓ
に
⾃
動
登
録

発
注
者
が
確
認
・
承
認

① ② ③オンライン電⼦納品の流れ

しゅん⼯検査 ・完了検査はいずれかのタイミング（ ①～③ ）で実施します。
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④成果品の再登録について

オンライン電子納品実行後、成果品の一部に修正等を行った
場合、再登録は可能でしょうか。

成果品の再登録は可能です。
初回納品時と同様のフローでオンライン電子納品を実行して

いただければ、納品済みの成果品データを上書きできます

注）工事番号・設計書コードで同一工事・業務を判断するため
納品済みの成果品は再登録時点で自動的に削除されます

ただし、成果品の一部のみを再登録することはできないため、
一式再登録していただく必要があります。

情報共有システムの契約終了後に再登録することになった場合
は、成果品登録サイトから再登録可能です。

Q.

A.
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8. 運用開始後のサポート体制
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8.1. 問い合わせ窓口の設置

運用開始後は問い合わせ窓口を設置し、電話およびメールによる
お問い合わせに回答いたします。
※情報共有システムに関するお問い合わせは

各提供ベンダの問い合わせ窓口へご連絡をお願いいたします。

NESiS 問い合わせ窓口

※ 問合せ窓口の電話番号・メールアドレスは
運用開始時に公開いたします。

情報共有システム 問い合わせ窓口

※ 情報共有システムの操作に関するお問い合わせは
各ベンダの窓口へご連絡をお願い致します。

回答問い合わせ回答問い合わせ

・成果品登録サイト
・成果品ダウンロードサイト
・アンケート機能 .etc
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本日の説明会の様子を録画し、⾧野県のHPにて公開します。
詳細については、後日技術管理室様よりご案内させていただきます。

8.2. 説明会動画の配信

【⾧野県におけるCALS/ECの取組み】

https://www.pref.nagano.lg.jp/gijukan/kensei/nyusatsu/cals/torikumi/index.html 52
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8.3. NESiS 情報サイトの公開

運用開始後にはNESiSに関する様々な情報を集約したNESiS情報サイト
を公開します。
成果品登録サイト、各種マニュアル、
説明会動画配信サイト、FAQ等へのアクセスが可能です。
何かわからないことがあれば、こちらへアクセスしてください。

【NESiS情報サイトのイメージ】

各種マニュアル

成果品登録サイト

説明会動画
受注者

〇〇がわからない

FAQ
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令和７年４月から変わること

蓄積した電子成果品を効果的に利活用を目的とし、
令和７年４月よりNESiSが運用開始されます。

また、それに伴いオンライン電子納品と業務情報共有システムの利用が
原則化されます。

公共工事プロセス全体の効率化につながる取り組みであるため

受注者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

令和6年9月以前 10 11 12 1 2 3 令和7年4月以降
工事

業務 受発注者協議により決定 原則実施

工事

業務

原則実施

原則実施※3

情報共有

システム

CDやDVD等の電子媒体により実施
（オンライン電子納品は試行としてMCC※4を利用可能）

オンラインで実施
(NESiS)

電子納品

※3 受注者において、利用する情報共有システムに係る事前準備等が必要な場合
        令和７年３月末までは情報共有システムを利用しないことができる。
※4 MCC：My City Construction (https://mycityconstruction.jp)
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【お問合せ先】
川田テクノシステム株式会社
営業本部 公共インフラDX推進部 
ソリューション２課 藤井 杏績

• 電話番号：03-6367-5641
• メール ：a-fujii@kts.co.jp

※本資料はシステム構築段階の画面キャプチャを使用しています。
本運用開始後の画面構成とは異なる可能性がございます。
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質疑応答 
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